


社協だより 第116号 2025.2（２）

　「子育てサロン交流会」を大田子育て支援センター（認定こども
園あゆみ保育園内）で開催し、計17組35名の親子にご参加いただ
きました。
　会場では、あゆみ保育園の園児たちが作ったかわいいクリスマス
飾りがお出迎え♪和やかな雰囲気の中、親子の写真を使ったオリジ
ナルのXmasオーナメントづくりをしながら、参加者同士やスタッ
フとの会話も弾み、笑顔あふれる交流会となりました。
　参加者からは、「家ではでき
ないことを子どもと一緒に楽し
めたので嬉しかったです」など
のご感想をいただきました。

子育てイベントを開催しました！！

　前日の子育てサロン交流会に続き、同会場にて、「ふた
ご親子交流事業」を開催しました。
　この日は、1歳～7歳のふたご9組とそのきょうだい、
パパ・ママ合わせて31名のご参加をいただきました。
　ふたごの子育てならではの喜びや大変さなど、いろい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろなお話や情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　交換をしながら、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　交流を深めるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　とができました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者からは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ふたごの親同士で交流する機会がないので、こうした交流
　　　　　　　　　　　　　　　　　  会はありがたいです」などのご感想をいただきました。同じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　境遇にある親子同士が気軽につながり、交流ができる機会を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つくる大切さを改めて感じました。

共催：大田市社会福祉協議会　　  大田市子ども家庭支援課

今後も上記のような交流会の開催を予定しております。交流会の

開催を始め、大田市内の子育て支援活動・イベント情報などを

「すくすくおおだっ子公式ＬＩＮＥアカウント」で随時配信していま

すので、ぜひＱＲコードからご登録ください。

12月13日 主催：すくすくおおだっ子※「子育てサロン交流会」

「ふたご親子交流事業」12月14日
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※ すくすくおおだっ子は市内の子育てサロンや子育て支援に関わる団体・
　 組織でつくるネットワークです（事務局：大田市社会福祉協議会）。地域の
　 みんなで子育てを応援・サポートできる環境づくりをめざしています！

※「すくすくおおだっ子」は市内の子育てサロンや子育て支援に関わる団体・
組織でつくるネットワークです（事務局：大田市社会福祉協議会）。地域の
みんなで子育てを応援・サポートできる環境づくりをめざしています！



　温泉津町福波の星出和子様と星出桂子様ご姉妹
からご寄付をいただきました。姉の和子様の「未来
ある大田市の子ども達のための事業に役立ててほ
しい」との思いに、妹の桂子様も賛同され、お二人か
らのご寄付でした。心から感謝申し上げます。ありがとうございました。
　姉の和子様は筆名 星出冬馬（ほしで・とうま）として川柳句集を出版し
ておられ、ご寄付に併せて川柳句集を寄贈いただきました。
　ご覧になりたい方は社協事務所にございますので、お気軽におでかけ
ください。
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社協だより 第116号 2025.2

☆未来ある子ども達のために使って欲しい☆
思いのこもったご寄付をいただきました
☆未来ある子ども達のために使って欲しい☆
思いのこもったご寄付をいただきました

　緩和ケアネットワーク大田様より地域
福祉のためのご寄付をいただきました。
　緩和ケアネットワーク大田様は、がん
患者さんとその家族、市民のみなさんへ
緩和ケアを普及啓発することを目的と
して、活動されていました。
　今年度より本会が取り組む「多機関協働事業」の会議体にも参画いた
だき、地域生活課題の解決に向け、医療と福祉の連携にご協力いただい
ています。この度、本会への参画を機にご寄付をいただきました。

左から梅枝様、合原様、知野見会長

星出冬馬様
（星出和子様）

星出桂子様

地域福祉を推進する社協へと
思いをつないだご寄付をいただきました。
地域福祉を推進する社協へと
思いをつないだご寄付をいただきました。
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（４）社協だより 第116号 2025.2

　低所得世帯や障がい者世帯、高齢者世帯に対して、その世帯の自立を図ることを目的とする
貸付制度です。

福 祉 資 金 低所得世帯、障がい者世帯または高齢者世帯で、日常生活を送るうえで、
または自立生活に資するために、一時的に必要な経費を貸し付ける資金

緊急小口資金 緊急的かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に貸し付ける資金

教育支援資金 低所得世帯に対し、高等学校などへ就学するのに必要な経費を貸し付ける資金

不動産担保型
生 活 資 金

低所得の高齢者世帯に対し、一定の居住用不動産を担保として生活資金を
貸し付ける資金

失業などで日常生活に困難を抱えており、生活の立て直しのために継続的な
相談支援を行い、生活費などを貸し付ける資金総合支援資金

◆貸付限度額、貸付金利子、返済期間などは資金の種類により異なります。
◆資金別の要件や世帯収入の基準があります。また、他制度の利用が優先される場合があります。
◆事前相談では経済的自立を支援するため、世帯の家計状況等について詳しく伺います。
◆資金の種類により、借入相談～貸付が決定するまで約１ヶ月かかるとともに、審査結果によって
　は貸付できない場合があります。

生活福祉資金 貸付制度のご案内

～大田市民生児童委員協議会より～

令和6年度 児童福祉部会研修会を開催しました令和6年度 児童福祉部会研修会を開催しました

　令和6年12月16日（月）、児童福祉部会研修会を開催しました。
　こどもたちを取り巻く環境は、AⅠの発展とともに急速に変化
しています。地域で子どもや若い世代と交流する上で、我々
大人も社会の変化について知り、意識を変えていくという視点
が大切ではないかとの意見が出ました。
　そこで今回は、日々進化するAⅠについて理解することで、
今の子どもたちが置かれている現状などについても理解を深め、
考える機会をもつこととしました。
　　　　　　　　　　　　　　　 研修では、邑南町の武田正文さんにお越しいただき、『AⅠ時代
　　　　　　　　　　　　　　 の福祉を考える～よりよい未来のために～』と題してAⅠの今と
　　　　　　　　　　　　　　 未来について、福祉の視点からお話しいただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　 武田さんはスクールカウンセラーとして日々子どもたちに関
　　　　　　　　　　　　　　 わる傍ら、住職やYouTuberとしても幅広い活動をされています。
　　　　　　　　　　　　　　 そのため、AⅠの進化やそれによって変わりゆく子どもたちの現
　　　　　　　　　　　　　　状について感じておられることも多く、未来に想定できることに
　　　　　　　　　　　　　　 ついても興味深いお話をしていただきました。
　AⅠにより、簡単に高度な知識を得ることが出来るなど、
生活する上で便利になり良いことばかりに思えますが、
AⅠに任せられる部分と、人が担わなければいけないAⅠが
苦手とする『感性』の部分があるとのお話がありました。
その感性の部分については、まさに我々民生児童委員の
活動がそれにあたります。これからもAⅠに変わることが
出来ない活動をしているのだとの意識をもち、日々取り
組んでいきたいとの思いを新たにしました。



（５）社協だより 第116号 2025.2

　社会福祉協議会およびその構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボランティア・市民活動センター
などに登録されているボランティア、ボランティアグループ、団体で無償のボランティア活動に取り組む方

ボランティア活動中の様々な事故による活動者のケガや
賠償責任を補償する保険です

ご加入いただける方

 ● 令和7年4月1日午前0時から令和8年3月31日
　午後12時までとなります。4月1日以降の加入
　は加入手続き完了日の翌日から補償されます。

補　償　期　間

補　償　内　容

　ボランティア活動中の急激かつ偶然な外来の
事故によりケガをされた場合や、偶然な事故に
より他人にケガを負わせたり、他人の物を壊し
たこと等により法律上の損害賠償責任を負われ
た場合に保険金が支払われます。
 ● ボランティア自身の食中毒（О-157など）や
　特定感染症も補償されます。 
 ● 天災・地震補償プランでは、地震、噴火、津波
　に起因する死傷も補償されます。

令和７年度 ボランティア活動保険のご案内

その他、ボランティア活動に関する保険を
取り扱っておりますので、詳しくは大田市
社会福祉協議会までお問合せください。

死 亡 保 険 金

外来の手術

後遺障害保険金

入院保険金日額

入院中の手術

通院保険金日額

手術保険金

補償金額・保険料

基 本 プ ラ ン 天災・地震補償プラン

１，０４０万円（限度額）

３２，５００円
４，０００円

６，５００円
６５，０００円

１，０４０万円

特 定 感 染 症 補償開始日から補償
※新型コロナウイルスは補償対象外

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

年 間 保 険 料

地震・噴火・津波による死傷

５００円

○

３５０円

５億円（限度額）

×

　

健康への投資してますか？

⇒まず身体を動かしてみよう！

・ネガティブな気分を発散
・心と体をリラックス
・睡眠リズムを整える

大田圏域の働き盛り世代（20～64歳）の健康診断の結果では
○肥満者が男女とも増加傾向　島根県平均より高い状況です。
○脂質異常症や糖尿病も同じ傾向。特に男性が多いです。
　 （※肥満者：BMI 25.0以上）

プラス１の運動習慣チラシは
▼こちらからダウンロード

大田圏域健康長寿しまね推進会議　
（事務局：島根県県央保健所　　0854-84-9821）

運動は心にもよい効果があります
運動をするとさまざまなホルモンの分泌が促進され、
以下の効果が期待できます。

ボランティア募集情報
有償たすけあいシステム

おたがいさま大田
誰かのちょっとしたくらしの
困り事をおたがいさまの気持で
助け合えるように活動しています。

おたがいさま大田（0854-84-7055）
大田市大田町大田ロ1177-1　生協しまね大田支所内
大田市ボランティアセンター（0854-82-0091）

問い合わせ先

 募集内容
 利用者の「困った」を助けてくださる
 「応援者」を募集中！
 活動例 
  ○ 掃除  ○ 洗濯  ○ 草刈り
  ○ ゴミ出し  ○ 子どもの世話　etc.
 ※ご希望に合わせて活動をマッチング
　 しています
応援した時に１時間８００円＋交通費
が支給されます。



社協だより 第116号 2025.2 社協だより 第116号 2025.2（７） （６）
お知らせ催し

募集情報局情報局情報局

　令和7年2月7日（金）市民会館大ホールで大正琴・詩吟・ダンス・踊り・銭太鼓・お芝居・
カラオケ・ダンス・踊りなど83名の皆さんの出演で今年も賑やかに開催いたしました。

大田市シニアクラブ連合会

〝 〝ずっと つながる

〝 ホッと つたわる〝

〒694-0064 大田市大田町大田イ128番地
　　　　　ＴＥＬ０８５４－８４－０２６６
　　　　　ＦＡＸ０８５４－８２－９９６０
月曜日・木曜日 8：30～17：00（祝日休）

友
愛
奉仕 健

康（事務局）

3/1 2
午前10時～午後４時

土 日

大田市民センター4階
（２日は午後３時まで）

作品展示会作品展示会作品展示会
大田市に住む高齢者や
福祉施設を利用されて
いる方が生きがいを求め、
楽しみながら作った
作品を展示します。

芸 能 大 会芸 能 大 会芸 能 大 会

福祉展開催 ！福祉展開催 ！

いきいきフォークダンスクラブいきいきフォークダンスクラブ

大田市・小唄保存会大田市・小唄保存会

明生会明生会 幹舞Ｓ幹舞Ｓ

琴名流鈴櫻会琴名流鈴櫻会 むつみ会むつみ会

あじさいの会・田儀節子あじさいの会・田儀節子

知野見義博知野見義博

井上節郎・池田誠一井上節郎・池田誠一

松尾　薫松尾　薫

三宅　哲三宅　哲

西本隆徳西本隆徳

ゴールドの会ゴールドの会



大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する活動も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

社協だより 第116号 2025.2（８）

●行政書士は、官公署（国、県、市町村役場、警察
　署など）に提出する書類の作成、相談、申請手
　続きを代理しています。
●行政書士は、次のような業務を行っています。
　相続手続き、遺産分割協議書の作成及び相談。
　戸籍・住民票関係の取得代理。各種営業許可、
　農地転用許可、車庫証明などの書類作成、相談、
　申請手続き代理。契約書、議事録、会計帳簿な
　どの作成、相談。
●身近なお困りごと、気楽にご相談ください。

行政書士記念日です。 島根県行政書士会大田支部会員
松尾　　操（三瓶町）　 楫　　得男（長久町）
太田　充夫（大田町)　 石橋　　護（五十猛町）
小浪　　裕（大田町)　 黒田　突義（鳥井町）
三森のり子（大田町)　 楫　　　伸（長久町）
和田　公一（大田町)　 宇谷　尚浩（長久町）
渡　　和基（大代町)　 藤江　達哉（大田町）
田邊　和利（長久町)　 和田章一郎（久手町）
知野見清二（波根町)　 川上　明宏（長久町）
和田　稔己（大田町)　 松田　礼子（静間町）
稗田　正伸（大田町)　 宇谷　辰男（鳥井町）

行政書士は頼れる街の法律家
令和７年
２月２２日は、

ご家庭に眠っている食品 大募集！ご家庭に眠っている食品 大募集！

フードバンク事業へのご協力のお願い
　ご家庭で眠っている食品を募集しています。
　ご寄贈いただいた食品は、生活に困窮している
方、福祉施設・団体に無償で提供します。
　募集している食品は、常温保存可能で賞味期限
が１ヶ月以上、未開封の食品です。
  募集している主な食品
●お米（古米、古古米も受取ります）
●乾麺　●乾物　●缶詰　●インスタント食品
●レトルト食品　●飲料　●調味料　

混雑を防ぐため事前申込制（食数限定、先着順）
です。お名前、参加人数、時間帯をお知らせくだ
さい。予約は、電話（0854-82-0091）または
右記の公式 ＩＮＥからお願いします。

４/２５（金）４/２５（金）４/２５（金）
予約受付
開始日 ４/１４（月）

地域ふれあい食堂

予約受付
開始日 ５/１９（月）

５/３０（金）５/３０（金）５/３０（金）

【受付窓口】 大田市社会福祉協議会　本所・各支所

こねくと食堂 開催のお知らせこねくと食堂 開催のお知らせ

子ども：無 料
おとな：２００円

参加費

ご家庭で消費しきれない食品が

ありましたら、是非ご協力をお願いします。

申　方法

１７：００～２０：００
（最終受付 19：30）

大田市社会福祉協議会プレゼンツ♪

大田市民
センター４階




